






小林 柚香里さん
（健康コンサルティング事業）

神谷 恵美さん（看護師）

運動と食事法を掛け合わせたオンライン指導を

当協会に入会する前から、 さまざまな本を通じて独学でダンスやヨガ ・ 栄養学を学んで

いました。 ただ、 これまでしっかりと体系的に学んだことはなかったため、 今後ヨガインス

トラクターとして活動していくためにも、 しっかりとエビデンスをもとに指導できるようにする

ために受講をきめました。 今後の展開は、 今まで学んできたアロマ ・ 運動はもちろん当

協会で学習した食事法を掛け合わせて、 オンライン指導をメインで行なっていきたいと考

えています。

自分のビジネスに学びを活かす！

現在は、 食事と運動、 生活習慣など多面的なアプローチを

通して、 心と体の不調を改善する健康コンサルティング事業

をしています。 当協会のプログラムで詳細にデータを取りなが

ら食事を実践してみて、 改めてカロリーや脂質に関わらず、

糖質量と食べる時間帯さえコントロールできれば、 確実に体

脂肪 ( 体重 ) をコントロールできることがわかりました。 今回

の学びを自分のコンサルティング ・ ビジネスに活かしていきた

いと思っています。

佐竹朋子さん
（ヨガインストラクター）

身体が軽くなって
気持ちも前向きになれた

テレビやメディアで糖質制限や炭水化物抜きなど

を知って、 独学で実践していました。 そんな時に

ケトジェニックダイエットの広告を見て、 ちゃんと理

屈を知ったらまた痩せられると思って参加したんで

す。 実際に学んで実践すると、 体重があっという

間に減って、 半年かけてトータル 10 キロぐらい痩

せたんですね。 しかも身体が軽くなったことで、

気持ちが前向きになれたんですよ。 そんな自分が

変わっていく姿をお客様は見ているので、 早くケ

トジェニックダイエットを実践したいからセミナーをやってほしいと言われて、 現在

はサロンで、 セミナーなども行なって発信活動をしています。

吉田泉さん
（整体師〈元看護師〉）

主人の母が糖尿病から認知症に。
自身の体重も落ちて仕事にも活きてます
主人の母が糖尿病から認知症になってしまったことで、 自分たちも同じようにならないように食事を見直

そうと思ったのが、 検定を学ぼうと思ったきっかけでした。 最初は軽い気持ちでセミナーを受けましたが、

今では、 自分の体重がスルッと落ちて、 友人から 「何をしているの？」 とよく聞かれるようになりました。

現在は、 その友人から受講料をもらって栄養指導をすることにも発展しています。
原嶋裕美さん
（主婦）

宇梶 由美子さん
（主婦・調理師）

R・E さん（カフェ経営）

神谷 恵美さん（看護師）

健康についての何かをするなら
ぜひ一度やってみてほしい
医学的な栄養学を取り入れた飲食店の開業を考えていたので、 受講することを決めまし

た。 学習を進めていく中で小麦粉とかお米とか砂糖にしても精製されたものや遺伝子組

み換えを避けて炭水化物の比率を減らすと体調が楽になってきたのが大きな成果ですし、

お店のメニューなどを作る指針にもなりました。 健康についての何かをやろうとしている人

は、 100 点じゃなくても教えてくれるから一度やってみてほしいです。

私がやりたかったのはこれだ！と確信できました。
30 年以上総合病院で看護師として勤務し、 今の医療業界に限界を感じていたとこ

ろ、 当協会 ・ パレオダイエット検定と出会いました。 この協会を通じて、 機能性医学

を知り、 私がやりたかったのはこれだと確信することができ、 受講を即決断しました。

最近では糖質制限がブームのようになっていますが、 本当に正しい知識をもって実行さ

れている方は少ないように思います。 私はパレオダイエットを広める立場で関わり、 多く

の方の健康に貢献したいと思っています。 薬では病気は治らないことも実感し食事の

重要性を伝えたいと思っています。

稲垣 冬馬さん
（スポーツインストラクター）

原嶋裕美さん
（主婦）

家族のため、 自分のために
知識を学び活かしていく
病気の家族、 親戚、 そして自分の為にもっと栄養学について勉強したいと思い、

受講を決意しました。 日常では添加物だらけで、 目には見えない食事の恐ろしさが

ありますが、 少しでも家族のために知識を学び、 生かしていきたいと考えています。

さらに調理師として活動していることもあり、 関わる方の身体の為に、 健康的な食

事を作りたい、 提供していきたい、 と考えています。

溢れる情報の中で
信頼できる指針となるものができた

身体を整えるところから美しい生き方をしたいと考えていた中で、 当協

会のセミナーに出会い、 医学的エビデン

スを学習できるのが魅力で学習をきめま

した。 スポーツインストラクターとして、

クライアントへの指導に医学的エビデン

スが役立つと確信していたため、 特に悩

むことはありませんでした。 近年ネットな

どから得る情報が爆発的に増えておりま

すが、 物事の一側面しか捉えていないと

見受けるような情報も多いと感じていま

す。 その溢れる情報の中で何が正しいの

か、 その指針となる、 信頼できるもの

学習できたことは大きな武器になりまし

た。


